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はじめに

鳥取県に位置する大山は日本海に面した標高n i l m  

(弥山）の独立峰で，豊富な地下水を持ち，周辺の地域 

には日本名水百選に選ばれた淀江町の「天の真名井」や 

「本宮の泉」などの湧水が点在している.これらの湧水 

地や大山をとりまく河川，水路には冷水を好むバイカモ 

の仲間が生育しており，筆者らはそのなかに葉の全長や 

植物体の色が異なる植物を確認した.バイカモの仲間は 

生育環境条件や地域集団間において形態が異なることが 

知られており（原，1947 : W iegleb, 1988 ; 角野，1991; 

狩山ら，1 9 9 7 ) ,しばしば種の同定が困難な場合がある. 

しかし，大山周辺に生育する植物は明らかに2 種類に分 

けることが可能であった.W iegleb (1 9 8 8 )は日本産バ 

イカモ類について調査を行い，中国山地にまとまって分 

布し，葉身と葉柄がきわめて長く葉の全長が8 eraを越え 

る 植 物 を 認 め ， 新 た に ヒ ル ゼ ン バ イ カ モ （凡 

n ipp o n icu s  var. o k a y a m e n s i s )として報告した. 

ヒルゼンバイカモの記述については不明瞭な点があり異 

論もあるが（村田ら，1995)， W iegleb (1 9 8 8 )の検索 

に従えば，大山周辺に生育するバイカモ類の一つはヒル 

ゼンバイカモに，もう一つはバイカモに一致するもので 

あった.

筆者らは形態的に異なる両植物が隣接した生育地にみ 

られることに関心を持ち，鳥取県の大山および孝霊山， 

岡山県の蒜山周辺においてバイカモとヒルゼンバイカモ 

の分布を明らかにすることを目的として調査を行った.

調査地と方法

調査は，鳥取県の大山周辺および岡山県蒜山周辺にお 

いて、1992年から1994年にかけて行った.対象地域の河 

川や水路，335地点についてバイカモ類の生育の有無を

目視で確認し，生育力箱認された場合は植物体を持ち帰っ 

て同定を行い，結果を 2 万 5 千分の 1 の地形図上に記入 

した.

結果と考察

バイカモ類は335地点中28地点で確認された.ヒルゼ 

ンバイカモが大山および蒜山周辺に広く分布していたの 

に対し，バイカモは孝霊山周辺の河川や水路においての 

み生育していた（図 1 ).
大山山麓の北斜面と日本海とに挟まれた地域における 

ヒルゼンバイカモの分布は比較的限られており，標高 

100m付近の水量の安定した農業用水路を中心に生育し 

ていた.この地域は標高約1700mから僅か15kmほどの距 

離で標高0 m地帯となるため，ほとんどの河川が急流で 

ある.そのため河川本流では洪水時に河床が大きく移動 

することから沈水植物が定着できないものと思われる. 

一方，蒜山高原周辺では，ヒルゼンバイカモは周辺の河 

川や水路に比較的ふつうに生育していた.この地方では 

昔からヒルゼンバイカモをウダゼリと称して食用として 

きており，このような人間活動との関わりが，蒜山高原 

におけるヒルゼンバイカモの分散に少なからず影響を及 

ぼしてきたものと考えられる.

孝霊山周辺に分布していたバイカモに関しては琵琶湖 

以北から岐阜県に分布する植物と遺伝的に共通するもの 

であり，大山，蒜山周辺に分布するヒルゼンバイカモの 

集団とは遺伝的に不連続であることがアイソザイムの分 

析から明らかになっている（木村•國井，1994 ; 木 村 • 

國井，未発表資料).孝霊山周辺では豊富な湧水を利用 

した養蹲が盛んに行われており，岐阜県周辺から鱒の稚 

魚に混入してバイカモが持ち込まれた可能性がある.そ 

れ故，大山，蒜山周辺には本来ヒルゼンバイカモのみが
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図 1 大山周辺におけるバイカモ類の分布.生育が確認されたそれぞれの河川，水路における分布の 

中心に印を付けた.〇はバイカモ，G はヒルゼンバイカモ，◎はバイカモともヒルゼンバイカ 

モとも異なる形態を持つ集団.

生育していたが，人間による移入で孝霊山周辺にバイカ 

モがみられるようになったことも考えられる

また，今回の調査において特筆されることとして.孝 

霊山周辺を水源とする河川の一つである江東川において， 

その中流から河口付近にかけてバイカモともヒルゼンバ 

イカモとも異なる形態を持つ植物が生育していることを 

確認した.本河川では，その上流にはバイカモが生育し 

ているが，途中で分布がとぎれている.特異的な形態を 

持っ植物の中には浮葉を形成する植物や花弁が通常より 

も多くなる植物，さらに非常に大型となる植物などが確 

認された（図 2 ) . 江東川のバイカモの分布に関しては、 

すでに國井.井上 （ 1997)がその特異性について触れてい 

るが、下流域のバイカモは雑種であるが故に分布域が特 

異的となっている可能性も考えられる.今後，江東川に

おける植物の形態変異についてさらに調査が必要である.
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図 2 江東川で確認されたバイカモ類.（左）浮葉を形成した植物.（右）10枚の花弁を持つ花.
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「自然環境とのつきあい方」と題するシリーズのうち 

水草に関連あるテーマを扱っている3 冊である。 1 0 0  

ページあまりの手軽な本だが，それぞれに著者の個性が 

出ていておもしろい.

『川とつきあう』は，人 間が「川をどのようにしてだ 

めにしてきたか」をたどりながら，日本の川の現状と問 

題点，そして，これからの川のあり方について著者の考 

えを述べている。N G Oとして実際の保全遞にかかわっ 

てきた著者だけに環境アセスメントや公共事業のあり方 

にまで話題は広がる。日本の川をとりもどすために私た 

ちは何をしなければならないかを明快な論旨と読みやす

い文章で訴えている.日本の川問題の本質に迫る好著。 

『湿地といきるj は，湿地の生物，人とのかかわりの

歴史，湿地の破壊によって生物の世界に起こっている変 

化などを紹介しながら，湿地の果たしている役割を解説 

している。さまざまな事例から湿地が重要であることを 

訴えているのだが，少し性急すぎると感じた部分もある。 

最後は，湿地を守るための提言で，これ以上の破壊をく 

い止めるべきという基本的スタンスの提案から，私たち 

の日常生活において気をつけるべき点まで具体的に示し 

ている。

『むらの自然を生かす』は，農村が維持してきた生物 

多様性の成り立ちを，農村におけるさまざまな環境の構 

成要素やその配置，さらには人間の営みとの関係で明ら 

かにしている.しかし，今やそのような身近な自然がもっ 

とも危機的状況にある。人と生きものとの新たな共存に 

向けてのさまざまな試みと可能性を示し，あとは実行あ 

るのみと結んでいる. （角 野 康 郎 ）
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